
古
河
駐
屯
地
各
部
隊

は
、
平
成
三
十
年
七
月

豪
雨
災
害
に
伴
い
、
平

成
三
十
年
七
月
十
七
日

か
ら
八
月
十
日
ま
で
の

間
、
岡
山
県
及
び
広
島

県
に
対
し
て
災
害
派
遣

活
動
を
実
施
し
た
。

各
部
隊
は
、
補
給
品

の
積
載
や
器
材
等
の
積

載
、
長
距
離
移
動
に
備

え
て
の
車
両
点
検
を
整

斉
と
実
施
し
た
。

派
遣
部
隊
で
あ
る

「
東
方
施
設
支
援
群
」

に
編
成
さ
れ
た
、
第
一

施
設
団
本
部
及
び
付
隊

第
一
〇
一
施
設
器
材
隊

第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両

中
隊
・
第
一
〇
二
施
設

直
接
支
援
大
隊
・
第
三

四
一
会
計
隊
、
総
勢
五

十
四
名
は
岡
山
県
倉
敷

市
へ
、
「
東
部
方
面
後

方
支
援
隊
」
へ
編
成
さ

れ
た
、
第
三
〇
一
高
射

直
接
支
援
中
隊
第
一
直

接
支
援
小
隊
二
名
は
広

島
県
呉
市
へ
移
動
し
た
。

現
地
で
は
、
多
く
の

災
害
廃
棄
物
が
集
積
さ

れ
、
道
路
の
交
通
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た

国
道
四
八
六
号
線
付
近

の
災
害
廃
棄
物
撤
去
、

続
い
て
真
備
東
中
学
校

及
び
真
備
陵
南
高
校
の

災
害
廃
棄
物
撤
去
、
井

原
線
高
架
橋
下
の
道
路

啓
開
等
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
広
島
県
で
は
呉

ポ
ー
ト
ピ
ア
パ
ー
ク
で

入
浴
支
援
の
任
務
に
あ

た
っ
た
の
ち
、
任
務
を

完
遂
し
帰
隊
し
た
。

第 ５０号 発 行

司 令 業 務 室

広 報 班
Ｈ３０．１０．１０

・

出発

道路啓開（東方施設支援群）

古
河
駐
屯
地
各
部
隊

は
、
平
成
三
十
年
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
に
伴

い
、
平
成
三
十
年
九
月

六
日
か
ら
九
月
十
九
日

ま
で
の
間
、
北
海
道
で

の
災
害
派
遣
活
動
を
実

施
し
た
。

各
部
隊
は
、
積
載
等

を
完
了
し
た
後
、
フ
ェ

リ
ー
で
北
海
道
に
向
か

う
べ
く
新
潟
港
等
に
む

け
出
発
し
た
。

苫
小
牧
港
に
到
着
し

た
、
第
一
施
設
団
本
部

及
び
付
隊
・
第
一
〇
一

施
設
器
材
隊
・
第
三
〇

一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
・

第
一
○
二
施
設
直
接
支

援
大
隊
、
総
勢
三
十
七

名
は
、
「
東
方
施
設
支

援
隊
」
に
編
成
さ
れ
北

海
道
厚
真
町
に
て
活
動

を
開
始
し
た
。

現
地
で
は
、
情
報
収

集
、
関
係
機
関
と
の
調

整
及
び
道
路
偵
察
等
を

行
っ
た
の
ち
、
人
力
・

機
械
力
を
駆
使
し
、
大

規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発

生
し
た
厚
真
ダ
ム
に
通

じ
る
道
路
に
対
し
、
道

路
啓
開
作
業
及
び
土
砂

運
搬
を
昼
夜
を
問
わ
ず

実
施
し
た
。
ま
た
、
髙

丘
地
区
で
は
、
浚
渫
作

業
（
河
川
な
ど
の
底
面

を
浚
っ
て
土
砂
な
ど
を

取
り
去
る
）
、
幌
内
地

区
や
冨
里
地
区
で
も
土

砂
積
載
運
搬
を
行
っ
た
。

派
遣
部
隊
は
任
務
を

完
遂
し
、
無
事
帰
隊
し

た
。

呉市での入浴支援（第３０１高射
直接支援中隊 第１直接支援小隊）

現地調達
（第３４１会計隊）

車両点検及び整備
（第１０２施設直接支援大隊）

国道４８６号線 災害廃棄物撤去（東方施設支援群）

積載

浚渫作業

作戦会議

夜間作業 土砂運搬 道路啓開

被災現場 移動（フェリー）

・

災害廃棄物撤去（東方施設支援群）



七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月

二
十
三
日
ま
で
の
間
、
中
学

校
が
行
う
職
場
体
験
学
習
の

支
援
を
十
三
校
七
十
名
に
対

し
行
っ
た
。

生
徒
達
は
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
あ
っ
た
が
、
駐
屯
地

施
設
見
学
や
部
隊
の
訓
練
見

学
、
自
衛
隊
に
関
す
る
説
明

等
が
進
み
、
担
当
し
た
隊
員

達
と
接
す
る
う
ち
に
、
徐
々

に
中
学
生
達
の
表
情
も
和
ら

い
で
き
た
。

実
技
体
験
は
基
本
教
練
や

救
急
法
を
体
験
し
、
初
め
は

戸
惑
っ
て
い
た
が
、
全
員
熱

心
に
取
り
組
み
、
見
違
え
る

ほ
ど
上
達
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、

「
自
衛
隊
に
興
味
を
も
っ
た
。

訓
練
を
近
く
で
み
て
迫
力
が

あ
っ
た
。
就
職
し
て
み
た
い
。

等
の
感
想
等
が
よ
せ
ら
れ
た
。

八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月

二
十
八
ま
で
の
間
、
第
一
〇

二
施
設
直
接
支
援
大
隊

川

崎
二
曹
（
施
設
機
械
整
備
）
、

第
一
○
一
施
設
器
材
隊

田

村
三
曹
（
測
量
）
、
第
三
○

一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
脇
本
二

曹
（
通
訳
）
、
第
一
施
設
団

本
部
付
隊

木
村
三
曹
（
通

訳
）
、
計
四
名
が
「
日
米
豪

共
同
東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共

和
国
能
力
構
築
支
援
」
へ
、

九
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月

十
六
日
ま
で
の
間
、
第
一
○

一
施
設
器
材
隊

本
森
一
尉

（
教
務
幹
部
）
、
上
野
二
曹

（
助
教
）
、
松
村
二
曹
（
助

教
）
、
計
三
名
が
「
ジ
プ
チ

災
害
対
処
能
力
強
化
支
援
」

に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
、
通
訳

を
介
し
て
車
両
整
備
や
測
量

に
関
す
る
教
育
等
を
実
施
し

た
。

（２） 平成３０年１０月１０日

第１施設団本部付隊

湯浅１士

第１施設団本部
早川３佐

１２月２４日付

八
月
一
日
付
で
転
入
部
隊
長
等
を
含
め

十
八
名
の
隊
員
が
、
新
戦
力
と
し
て
古
河

駐
屯
地
に
転
入
し
た
。

第１０２施設直接支援大隊
大隊長
佐藤３佐

」

実技体験（救急法）訓練見学

第１施設団本部
矢田１佐

１月２６日付

関東補給処古河支処
施設部長
伊藤１佐

ジプチ災害対処能力強化支援 東ティモール能力構築支援

第３０１ダンプ車両中隊

栗林１士

第１０２施設直接支援大隊

濱田２士

第１０１施設器材隊

羽田１士

第３０１ダンプ車両中隊

中井１士

第１０２施設直接支援大隊

滝澤２士

第１０１施設器材隊

森２士

第３０１ダンプ車両中隊

安杖２士

第３３７高射中隊

慶野２士

第１０１施設器材隊

横江２士

第３０１ダンプ車両中隊

及川２士

第３３７高射中隊

大嶽２士

第１０１施設器材隊

小山１士

第３０１ダンプ車両中隊

木村２士

第３４１会計隊

石川２士

第１０１施設器材隊

深田２士

第３０１ダンプ車両中隊

佐藤２士

第３４１会計隊

齊藤２士

第１０１施設器材隊

根本２士

関東補給処古河支処

小暮１士

第３２０基地通信中隊

武田２士

第１０１施設器材隊

白鳥１士

関東補給処古河支処

岡田２士

第３２０基地通信中隊

蜷川２士

第１０１施設器材隊

天神林１士

第１０２施設直接支援大隊

曽根１士



九
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
の
間
、
第
一
回
関
東
補
給

処
統
制
訓
練
（
第
二
回
支
処
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
訓
練
）
を
担
任

実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
関
東
補
給
処
各
部
・
各
支
処
か
ら
多
く

の
若
手
隊
員
が
参
加
し
、
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
を
使
用

し
た
警
戒
施
設
（
監
視
用
掩
体
）
の
構
築
、
車
両
の
偽

装
、
整
備
所
天
幕
の
構
築
等
を
演
練
し
て
基
礎
的
戦
闘

能
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
分
隊
長
要
員
の
実
員

指
揮
・
指
導
能
力
向
上
を
図
る
も
の
で
、
第
二
回
支
処

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
訓
練
に
併
せ
、
古
河
駐
屯
地
で
実
施
し
た
。

参
加
し
た
陸
士
隊
員
は
「
分
隊
長
の
指
導
に
よ
り
隊
員

同
士
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
身
の
練
度
向
上
を
実

感
し
て
い
る
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

五
日
に
副
処
長
、
六
日
に
処
長
に
よ
る
訓
練
視
察
を

受
け
、
猛
暑
の
中
訓
練
に
励
む
隊
員
を
激
励
さ
れ
た
。

補給センターにおける
支援活動

八
月
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
間
、
平
成
三
十

年
度
富
士
総
合
火
力
演
習
に
お
け
る
補
給
整
備
支
援
を

実
施
し
た
。

支
援
期
間
中
、
現
地
（
富
士
地
区
）
に
隊
員
を
派
遣

す
る
と
と
も
に
、
古
河
地
区
に
お
け
る
支
援
体
制
を
確

立
維
持
し
、
部
隊
か
ら
の
要
求
に
即
応
し
た
補
給
整
備

支
援
を
実
施
し
て
、
演
習
参
加
部
隊
の
円
滑
な
任
務
遂

行
に
寄
与
し
た
。

富
士
地
区
に
お
い
て
は
、
前
方
支
援
地
域
で
の
活
動

を
念
頭
に
置
い
た
補
給
整
備
支
援
に
つ
い
て
演
練
し
た

他
、
本
演
習
支
援
の
場
を
活
用
し
た
補
給
品
の
請
求
・

払
出
し
業
務
及
び
野
整
備
部
隊
に
若
手
隊
員
を
派
遣
し

て
野
外
に
お
け
る
整
備
能
力
の
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

事
前
集
積
品
に
よ
る
迅
速
な
部
品
補
給
の
他
、
霞
ヶ

浦
へ
の
部
品
輸
送
六
回
計
三
十
三
品
目
三
百
三
十
三
点

の
部
品
を
補
給
し
て
本
演
習
の
成
功
に
寄
与
し
た
。

（３） 平成３０年１０月１０日

・

第
一
〇
一
施
設
器

材
隊
は
、
七
月
に
発

生
し
た
、
平
成
三
十

年
七
月
豪
雨
災
害
及

び
九
月
に
発
生
し
た

北
海
道
胆
振
地
震
災

害
に
お
け
る
災
害
派

遣
に
出
動
し
た
。

平
成
三
十
年
七
月

豪
雨
で
は
、
器
材
隊

長
鎧
塚
二
佐
以
下
二

十
八
名
が
派
遣
さ
れ
、

東
方
施
設
群
（
第
五

施
設
群
長
）
に
配
属

さ
れ
た
。

岡
山
県
倉
敷
市
真

備
町
に
お
い
て
、
水

害
に
よ
り
発
生
し
た

災
害
廃
棄
物
処
理
作

業
を
実
施
し
た
。
連

日
、
三
十
五
度
を
越

え
る
猛
暑
の
中
、
全

隊
員
は
黙
々
と
任
務

を
遂
行
し
て
地
域
の

国
道
沿
い
は
元
の
姿

を
取
り
戻
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
胆

振
東
部
を
震
源
と
し

た
地
震
で
は
、
発
生

当
日
の
九
月
六
日
及

び
翌
七
日
に
器
材
隊

か
ら
架
橋
中
隊
長
青

木
一
尉
以
下
二
十
八

名
が
派
遣
さ
れ
、
東

方
施
設
支
援
隊
（
第

四
施
設
群
長
）
に
配

属
さ
れ
た
。

北
海
道
勇
払
郡
厚

真
町
富
里
地
区
及
び

厚
幌
ダ
ム
付
近
道
路

に
お
い
て
、
流
出
し

た
土
砂
の
撤
去
に
従

事
し
た
。

両
派
遣
共
に
、
地

域
の
復
興
と
安
定
に

寄
与
し
、
任
務
を
完

了
し
た
。

北海道厚真町富里地区北海道幌厚ダム地区

警戒中の隊員

整備所天幕の構築 野外整備作業
(９２式地雷原処理車)

２
四
半
期
駐
屯
地
施
設
の
整

備
と
し
て
、
七
月
に
一
号
庁
舎

女
子
シ
ャ
ワ
ー
室
等
整
備
、
第

二
回
樹
木
害
虫
駆
除
作
業
等
、

二
十
三
件
。
八
月
、
外
来
宿
舎

歩
道
整
備
、
施
直
施
整
備
工
場

床
補
修
等
、
二
十
一
件
。
九
月

受
水
槽
補
修
、
ボ
イ
ラ
ー
性
能

検
査
等
、
二
十
六
件
の
保
守
・

補
修
作
業
等
を
実
施
し
た
。

特
に
七
月
一
号
庁
舎
女
子
シ

ャ
ワ
ー
室
整
備
は
六
月
実
施
し

た
女
子
ト
イ
レ
・
更
衣
室
の
整

備
に
連
接
し
て
実
施
、
シ
ャ
ワ

ー
等
の
設
置
を
完
了
し
一
連
の

作
業
を
完
成
、
女
性
活
躍
推
進

の
為
の
基
盤
整
備
を
図
っ
た
。

ま
た
、
八
月
外
来
宿
舎
整
備
は

通
行
の
利
便
性
を
図
る
と
と
も

に
、
動
線
を
誘
導
し
隣
接
す
る

女
性
隊
舎
へ
の
誤
進
入
防
止
を

行
い
、
生
活
・
勤
務
環
境
の
改

善
を
実
施
し
た
。

七
月
、
平
成
三
十
年
七
月
豪

雨
災
害
に
伴
う
災
害
派
遣
部
隊

に
対
し
、
糧
食
千
百
五
十
七
食
、

燃
料
七
千
八
百
五
十
三
Ｌ
、
飲

料
水
二
Ｌ×

千
百
二
十
二
本
、

革
手
袋
四
百
組
、
防
塵
眼
鏡
・

マ
ス
ク
各
二
千
八
百
個
、
簡
易

テ
ン
ト
・
ト
イ
レ
各
五
十
個
、

屎
尿
処
理
剤
五
セ
ッ
ト
の
交
付

及
五
十
二
名
の
臨
時
健
康
診
断

等
を
。
九
月
、
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
に
伴
う
災
害
派
遣
部
隊

に
対
し
携
行
食
七
百
四
十
四
食
、

軽
油
二
千
百
七
十
Ｌ
、
飲
料
水

二
Ｌ×

千
二
百
九
十
本
、
簡
易

テ
ン
ト
・
ト
イ
レ
等
施
設
物
品

五
品
目
計
二
千
六
百
一
個
、
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ト
等
通
信
物
品
二
品

目
計
千
二
百
個
、
下
衣
・
手
袋

等
被
服
物
品
九
品
目
計
二
千
百

個
の
交
付
及
び
四
十
四
名
の
臨

時
健
康
診
断
を
実
施
、
派
遣
部

隊
の
災
害
派
遣
支
援
を
実
施
し

た
。

備蓄品交付（北海道胆振東部地震）

乾燥機

洗濯機

シャワー室

１号庁舎女子シャワー室等整備外来宿舎歩道整備 給油支援（平成三十年七月豪雨災害）

災害廃棄物処理作業 岡山県倉敷市厚真町



八
月
十
九
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
東
部
方

面
後
方
支
援
隊
、
陸
上
自

衛
隊
体
育
学
校
及
び
武
器

教
導
隊
の
陸
曹
候
補
生
課

程
履
修
予
定
者
二
十
七
名

に
対
し
、
第
二
直
接
支
援

中
隊
長
を
教
育
担
任
官
と

し
て
教
官
以
下
十
一
名
の

要
員
を
も
っ
て
履
修
前
教

育
を
実
施
し
、
陸
曹
と
し

て
の
必
要
な
資
質
を
養
う

と
と
も
に
、
必
要
な
識
能

を
充
実
、
向
上
さ
せ
た
。

八
月
五
日
、
中
隊
は
第

四
十
三
回
秩
父
宮
記
念
富

士
登
山
駅
伝
競
走
大
会
に

参
加
し
た
。

中
隊
か
ら
第
二
高
射
群

持
続
走
集
合
訓
練
に
参
加

し
た
三
名
の
内
、
二
名

（
岩
崎
二
曹
、
西
野
三
曹

が
選
手
と
し
て
襷
を
繋
い

だ
。
選
手
達
は
控
え
選
手

達
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
各
区
間
を
全
力
で
走
り

抜
く
事
が
で
き
た
。

成
果
は
、
総
合
タ
イ
ム

四
時
間
二
十
五
分
五
十
四

秒
、
自
衛
隊
二
十
八
チ
ー

ム
中
二
十
位
と
な
り
昨
年

よ
り
三
つ
順
位
を
上
げ
る

こ
と
が
出
来
た
。

来
年
度
の
大
会
に
向
け
、

継
続
的
に
練
成
に
励
ん
で

い
き
た
い
。

（４） 平成３０年１０月１０日

訓練の様子

登頂した大久保２曹以下４名

新配置隊員２名

）

格闘集合訓練

履修前教育

力走する西野３曹襷を繋ぐ岩崎２曹

施設点検を行う花田３曹

健闘する隊員試合

災害廃棄物の運搬

九
月
二
日
、
中
央
運
動

公
園
総
合
体
育
館
に
お
い

て
、
古
河
市
が
主
催
す
る

「
第
三
回
古
河
市
綱
引
き

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行

わ
れ
た
。

今
大
会
は
、
い
き
い
き

茨
城
ゆ
め
国
体
を
祈
念
し

綱
引
き
競
技
に
対
し
て
の

機
運
を
高
め
る
事
を
目
的

に
開
催
さ
れ
、
各
部
門
合

わ
せ
五
十
七
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
リ
ー
グ
戦
方
式
で

行
わ
れ
た
。

古
河
駐
屯
地
か
ら
は
、

隊
員
達
で
編
成
さ
れ
た
二

チ
ー
ム
二
十
名
が
参
加
し
、

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広

げ
た
。
ま
た
、
古
河
駐
屯

地
司
令
を
は
じ
め
多
く
の

隊
員
、
家
族
等
が
応
援
に

駆
け
つ
け
、
出
場
チ
ー
ム

に
声
援
を
送
っ
た
。

八
月
二
十
四
日
、
山
梨

県
三
ツ
峠
山
に
お
い
て
、

中
隊
は
山
地
機
動
訓
練
を

実
施
し
た
。
特
別
勤
務
、

入
校
者
等
を
除
く
全
員
が

参
加
し
全
員
が
登
頂
に
成

功
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
の
分
隊
長

の
計
画
で
登
頂
し
、
訓
練

を
通
じ
て
指
揮
能
力
の
向

上
に
努
め
た
。
ま
た
中
隊

の
団
結
の
強
化
、
士
気
の

高
揚
及
び
個
人
の
体
力
の

強
化
を
図
っ
た
。

七
月
十
七
日
か
ら
八

月
三
日
ま
で
の
間
、
平

成
三
十
年
七
月
豪
雨
に

伴
う
災
害
派
遣
に
鈴
木

二
曹
以
下
十
八
名
が
参

加
し
、
岡
山
県
真
備
市

に
て
災
害
派
遣
活
動
を

実
施
し
た
。

被
災
地
に
お
い
て
災

害
廃
棄
物
等
の
運
搬
・

撤
去
作
業
を
実
施
し
、

災
害
か
ら
の
早
期
復
旧

及
び
民
政
の
安
定
に
寄

与
し
た
。

七
月
九
日
か
ら
十
二
日

及
び
八
月
二
十
七
日
か
ら

三
十
日
の
二
回
に
わ
た
っ

て
群
・
大
隊
訓
練
が
行
わ

れ
た
。
特
に
八
月
の
群
・

大
隊
訓
練
は
方
面
訓
練
検

閲
に
向
け
た
最
後
の
訓
練

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
過

去
の
訓
練
か
ら
の
変
更
事

項
や
そ
れ
を
受
け
て
の
是

正
事
項
等
を
反
映
さ
せ
、

各
人
が
積
極
的
に
状
況
に

入
り
、
実
り
の
あ
る
訓
練

と
な
っ
た
。

八
月
一
日
、
同
中
隊

の
木
更
津
派
遣
隊
か
ら

の
配
置
換
え
に
よ
り
、

古
河
派
遣
隊
へ
花
田
三

曹
が
着
隊
し
た
。

花
田
三
曹
は
着
隊
に

あ
た
り
、
「
一
日
も
早

く
古
河
駐
屯
地
の
一
員

と
な
れ
る
よ
う
に
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

訓練に向かう隊員を激励

七
月
八
日
か
ら
二
十

日
ま
で
の
間
、
座
間
駐

屯
地
に
お
い
て
、
第
一

直
接
支
援
中
隊
長
を
担

任
官
と
し
て
、
第
一
○

二
施
設
直
接
支
援
大
隊

格
闘
集
合
訓
練
を
実
施

し
た
。

部
隊
格
闘
指
導
官
の

養
成
及
び
上
位
等
級
保

持
者
を
育
成
し
、
部
隊

の
精
強
化
を
図
っ
た
。

九
月
九
日
付
で
、
石

川
亜
輝
二
士
（
左
）
と

齊
藤
夏
菜
二
士
（
右
）

が
着
隊
し
た
。
今
後
は

会
計
隊
員
と
し
て
古
河

駐
屯
地
に
早
く
慣
れ
、

会
計
隊
の
戦
力
と
な
る

よ
う
育
て
て
い
く
。

趣
味
に
つ
い
て
は
、

石
川
二
士
が
読
書
、
齊

藤
二
士
が
お
酒
で
あ
る
。

今
後
の
二
人
の
活
躍
に

期
待
す
る
。

九
月
二
十
五
日
か
ら

二
十
六
日
の
間
、
勝
田

演
習
場
に
お
い
て
集
中

野
外
訓
練
を
実
施
し
た
。

偵
察
、
移
動
、
展
開
、

警
戒
自
衛
戦
闘
、
至
近

距
離
射
撃
等
の
訓
練
を

実
施
し
、
部
隊
及
び
個

人
の
野
外
行
動
能
力
を

向
上
さ
せ
た
。

現
在
は
、
十
月
末
に

東
部
方
面
会
計
隊
が
実

施
す
る
射
撃
競
技
会
に

向
け
練
成
し
て
い
る
。


